
はじめに
　すでに多くの公共図書館でも、本が

読みづらい方々へのサービスが導入さ

れていますが、社会の動きに合わせた

サービスを行いたいと思いながらも、

どのように始めればいいかわからずに、

従来のサービスのまま続けてしまって

いる図書館も多いのではないでしょう

か。当館の「わいわい文庫」の導入過

程と実践事例を紹介することで、公共

図書館界からの読書バリアフリーの輪

が広がるきっかけとなればと思います。

図書館の紹介
　伊丹市立図書館本館は、酒造業で栄

えた景観の残る中心市街地に、愛称

「ことば蔵」として、2012年に整備・

移転しました。新設図書館には、2・

３階に図書を排架し、１階をイベント

などが実施できる交流フロアとしまし

た。開館時から市民と共にフロアの使

い方を話し合って、多彩なイベントを

企画していることや、地域との連携を

活かして行っている図書館を使った調

べる学習が評価され、「Library of the 

Year2016大賞」や、「図書館を使った

調べる学習コンクール」での「総務大

臣賞」を受賞しています。図書館の愛

称のとおり「ことば」の交わる場所と

して、また、多くの市民が集い学びを

深める場として、利用されています。

「わいわい文庫」導入のきっかけ
　当館の障がい者サービスは、1972年

より始まりました。録音図書や郵送に

よる貸し出しから始まり、対面朗読に

加えてサピエ利用を開始し、利用者の

「読みたい」に応えてきました。しかし、

子どもたちが関心を持つ録音図書の所

蔵はなく、サービス登録者は全員が大

人でした。子どもたちへ向けてサービ

スを行うための専門的知識も乏しく、

サービスの拡充ができずにいました。

　全国図書館大会で「わいわい文庫」

の活動を知り、“障害のある子どもた

ちの読書支援” という目的に共感し、

伊丹市の子どもたちへの読書環境の拡

充に向けて導入に動き始めました。

導入に至るまで

■公共図書館での実践事例

子どもたちに「読書」のたのしさを
—伊丹市立図書館に「わいわい文庫」が入りました
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　これまで当館には、マルチメディア

DAISY図書自体の所蔵がなかったため、

障がい者支援室を持つ大阪府立中央図

書館や、大阪市立早川福祉会館点字図

書室の職員の方々に協力を依頼し、聞

き取りや見学を重ね、伊丹市に合わせ

た「わいわい文庫」の活用方法を具体

化していきました。分館・分室を含め

た職員で視聴し、多くの視点で意見を

出しながら、理解を深めたうえで導入

を決定しました。

規程、システム等の変更
　導入にあたり、一番時間を要したこ

とが資料利用の規程変更です。利用対

象者の限定や、ディスク資料の取り扱

い等で、規程の変更は必須でした。１

箇所の変更が規程全体にも影響するた

め、市の法制担当課と細部まで調整す

る必要がありました。

　また、規程の変更に伴い、図書館シ

ステムの変更も行いました。利用者か

らのアクセスにも影響があることから、

システム業者と慎重に調整を進めまし

た。

広報・PR
　学校や障害者団体、事業者などに対

して、導入後も積極的にPRを続けて

います。チラシを配布するだけではな

く、操作方法を見ていただくために関

係者に場を設けていただき、出向いて

利用方法を紹介しています。

視聴ができる部屋の案内

マルチメディアDAISY図書の案内
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利用
　小学校を始め、放課後等デイサービ

スへの貸し出しがありますが、個人利

用での貸し出しはまだまだ広がってい

ません。小学校での活用を積極的に

行っていただいているので、家庭や地

域、中学校でも引き続きマルチメディ

アDAISY図書での読書につなげるはた

らきかけが必要です。（当市の小学校

での実践事例は、54ページ参照）

今後の取り組み
　個人利用を広げるため、今年度より

館内でも視聴ができる部屋を用意しま

した。書棚にある本を手に取って読書

をするように、マルチメディアDAISY

図書での読書も館内で気軽にできれば

と設けました。

最後に
　「わいわい文庫」の導入、サービス

の開始準備はおもに担当者が行ってき

ましたが、その時々に周りの力を借り

ながら進めてきました。第一は、利用

者が利用しやすいような読書環境を整

えることです。公共図書館がすべてを

抱える必要はなく、学校や関係機関と

協力・連携しながら、市民に寄り添っ

た利活用の方法を見つけていくことが

大切です。

　「わいわい文庫」を介して、伊丹市

立図書館は、今後も引き続き多くの

「ことば」が行き交う場所となるよう、

取り組んでいきます。

視聴ができる部屋の写真
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